
尾
崎
紅
葉
に
お
け
る
形
容
語
で
の
「
可
」
の
用
字
に
つ
い
て

『
金
色
夜
叉
』
『
多
情
多
恨
』
の
場
合

増
　
井
　
典
　
夫

一、

ﾍ
じ
め
に

　
東
京
人
で
あ
る
尾
崎
紅
葉
の
、
近
代
日
本
語
で
の
研
究
上
に
お
け
る
重
要
性
は
こ
こ
で
改
め
て
い
う
ま
で
も
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
こ
の
尾
崎
紅
葉
の
形
容
詞
．
形
容
動
詞
で
の
漢
字
表
記
に
は
、
独
創
性
の
あ
る
も
の
が
あ
る
。
例
え
ば
、
「
ゑ
ら
い
」
と
い
う
語
に
「
偉
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

の
字
を
当
て
た
表
記
に
つ
い
て
は
以
前
拙
稿
で
も
取
り
上
げ
た
が
、
紅
葉
の
作
品
に
見
ら
れ
る
も
の
が
早
い
も
の
で
あ
る
。

　
本
稿
で
は
特
に
、
漢
字
「
可
」
を
用
い
た
形
容
詞
、
形
容
動
詞
の
語
の
表
記
に
ポ
イ
ン
ト
を
絞
っ
て
考
え
て
見
た
い
。
例
え
ば
、
「
す
ば
ら

し
い
」
を
「
可
感
い
」
、
「
お
そ
ろ
し
い
」
を
「
可
恐
い
」
な
ど
と
い
っ
た
類
の
表
記
の
も
の
で
あ
る
。

　
ま
ず
先
に
『
金
色
夜
叉
』
（
明
治
三
〇
・
一
八
九
七
～
明
治
三
五
・
一
九
〇
二
年
）
に
見
ら
れ
る
も
の
を
検
討
し
、
続
け
て
『
多
情
多
恨
三
明

治
二
九
年
）
に
見
ら
れ
る
も
の
の
検
討
を
加
え
て
い
く
。

　
尾
崎
紅
葉
の
代
表
作
と
い
え
ば
、
通
俗
的
な
ど
と
い
う
意
見
は
あ
る
だ
ろ
う
が
、
ま
ず
『
金
色
夜
叉
』
を
挙
げ
る
べ
き
も
の
と
考
え
る
。
紅

葉
の
用
字
法
の
集
大
成
が
見
ら
れ
る
作
品
で
も
あ
る
。
た
だ
、
言
文
一
致
の
文
脈
で
は
『
多
情
多
恨
』
が
評
価
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
し
、
こ
の
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（
2
）

作
品
に
お
い
て
紅
葉
の
用
字
法
の
典
型
が
見
ら
れ
る
と
も
考
え
て
よ
い
で
は
あ
ろ
う
。

　
一
方
、
東
京
語
の
研
究
資
料
と
し
て
は
両
作
品
が
重
要
な
も
の
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
べ
き
だ
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、

（
3
）

べ
た
こ
と
で
も
あ
り
、
こ
こ
で
は
繰
り
返
さ
な
い
。

以
前
拙
稿
で
も
述

二
、
全
集
本
と
初
版
本
と
の
校
訂
の
違
い
な
ど
に
つ
い
て

　
『
金
色
夜
叉
』
に
お
い
て
は
、
明
治
三
一
年
か
ら
三
六
年
に
か
け
て
春
陽
堂
か
ら
刊
行
さ
れ
た
単
行
本
の
複
製
で
あ
る
、
日
本
近
代
文
学
館

の
複
製
本
本
文
を
使
用
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

　
「
多
情
多
恨
』
に
お
い
て
は
、
日
本
近
代
文
学
館
所
蔵
の
、
明
治
三
〇
年
に
春
陽
堂
か
ら
刊
行
さ
れ
た
単
行
本
の
本
文
を
使
用
し
た
。

　
『
金
色
夜
叉
』
は
『
明
治
文
学
全
集
（
第
一
八
巻
ご
に
収
め
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
本
文
（
福
田
清
人
校
訂
）
に
は
数
は
少
な
い
も
の
の

や
は
り
問
題
が
残
る
。
今
回
問
題
に
し
た
「
可
」
を
用
い
た
形
容
語
で
は
、
初
版
（
複
製
）
本
と
は
次
の
よ
う
な
違
い
が
見
ら
れ
た
。
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②　①
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塞
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頁
）

不い　可‡
可1・厭な　い1

明
治

二⊇　（⊃一　　　＝ 文
学

○　　＿ 全
四　　八 集
頁　　頁
）　　　　　　　）

　
『
多
情
多
恨
』
に
お
い
て
は
博
文
館
『
紅
葉
全
集
（
第
五
巻
ご
（
初
版
明
治
三
七
年
）
に
収
め
ら
れ
て
い
る
本
文
を
参
照
し
た
が
、
明
治
三

〇
年
の
初
刊
本
と
は
、
や
は
り
い
く
ら
か
の
違
い
が
あ
る
。
今
回
問
題
に
し
た
「
可
」
を
用
い
た
形
容
語
に
関
し
て
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
が

問
題
と
な
る
。



初
刊
本

紅
葉
全
集

‖
①
可
恨
さ
う
（
＝
二
頁
）

ほ
恨
め
し
さ
う
（
一
四
頁
）

　
じ
②
可
怨
し
さ
う
（
二
一
頁
）

1
2
怨
め
し
さ
う
（
二
一
二
頁
）

　
‖
③
可
睦
く
（
七
〇
頁
）

修
睦
し
く
（
七
四
頁
）

尾
④
可
疎
さ
う
（
九
七
頁
）

匡
疎
し
さ
う
（
一
〇
四
頁
）

　
ト
ぜ
⑤
何
故
に
（
三
五
六
頁
）

ト
ぜ
可
故
に
（
三
八
六
頁
）

こ
の
ほ
か
例
え
ば
、
次
の
よ
う
な
校
異
も
見
ら
れ
た
。

⑦　⑥

富　　残
ん1　刻ど　⊃

初

る　　＿ 刊
＿　　四
三　　頁 本

五　　）
百
o

富　　残
む1　酷1
ど
　
o
る 紅

　：：（　　　　ノ、

葉

三　　頁

ｵ　　）

全
集

頁
）

初
刊
本
で
は
⑥
の
「
残
刻
」
、
全
集
本
で
は
⑤
の
「
可
故
」
な
ど
と
い
う
よ
う
に
、
初
刊
本
・
全
集
本
共
に
「
誤
り
」
と
思
え
る
も
の
が
あ

る
わ
け
だ
が
、
日
本
語
の
研
究
に
お
い
て
は
や
は
り
、
可
能
な
限
り
初
版
本
（
初
刊
本
）
に
当
た
る
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
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三
、
『
金
色
夜
叉
』
に
お
け
る
形
容
語
で
の
「
可
」
の
用
字

　
さ
て
、
今
回
問
題
と
す
る
形
容
詞
・
形
容
動
詞
に
お
け
る
「
可
」
を
用
い
た
表
記
で
あ
る
が
、
ま
ず
、
『
金
色
夜
叉
』
に
お
い
て
使
わ
れ
て

い
た
も
の
を
〈
表
1
＞
〈
表
2
＞
に
示
す
。

　
カ
ッ
コ
内
に
示
し
た
も
の
は
、
使
用
さ
れ
た
例
が
見
ら
れ
る
も
の
の
う
ち
、
最
初
の
あ
り
か
を
示
す
ペ
ー
ジ
で
あ
る
。
日
本
近
代
文
学
館
の

複
製
本
本
文
に
お
け
る
ペ
ー
ジ
数
で
、
（
中
八
二
）
と
は
「
中
編
の
八
二
頁
」
の
こ
と
で
あ
る
。

　
「
可
愛
（
か
は
い
い
・
か
は
ゆ
い
）
（
後
二
〇
・
前
一
五
七
）
」
と
し
て
い
る
場
合
、
「
か
は
い
い
」
と
読
ま
せ
る
例
が
「
後
編
の
二
〇
頁
」

に
、
「
か
は
ゆ
い
」
と
読
ま
せ
る
例
が
「
前
編
の
一
五
七
頁
」
に
現
れ
る
こ
と
を
示
す
。

　
「
可
（
よ
い
・
い
い
、
え
え
）
」
で
は
「
よ
い
」
の
例
が
「
前
編
一
七
頁
」
「
い
い
」
の
例
が
「
前
編
一
一
頁
」
、
「
え
え
」
の
例
が
「
後
編
二

一
頁
」
に
現
れ
る
こ
と
を
示
す
。

　
　
〈
表
1
＞
『
金
色
夜
叉
』
で
の
「
可
」
使
用
の
形
容
詞

ア
行

　
可
傷
（
い
た
は
し
い
）

　
可
痛
（
い
た
は
し
い
）

　
可
傷
（
い
た
ま
し
い
）

　
可
憐
（
い
と
し
い
）

　
可
伶
（
い
と
し
い
）

A続

四

Ω
削

八
六
）

A続

）

A続
八
）

　中

八

u
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可
忌
（
い
ま
は
し
い
）

　
可
評
（
い
ぶ
か
し
い
）

　
可
疑
（
う
た
が
は
し
い
）

　
可
疎
（
う
と
ま
し
い
）

　
可
忌
（
う
と
ま
し
い
）

　
可
恨
（
う
ら
め
し
い
）

　
可
羨
（
う
ら
や
ま
し
い
）

　
可
愁
（
う
れ
は
し
い
）

　
可
擢
（
お
そ
ろ
し
い
）

力
行

　
可
輝
（
か
が
や
か
し
い
）

　
可
悲
（
か
な
し
い
）

　
可
好
（
こ
の
ま
し
い
）

サ
行

　
可
憐
（
し
を
ら
し
い
）

　
可
感
（
す
ば
ら
し
い
）

可
恐
（
お
そ
ろ
し
い
・
お
ツ
そ
ろ
し
い
）

可
愛
（
か
は
い
い
・
か
は
ゆ
い
）

空
可
恐
（
そ
ら
お
そ
ろ
し
い
）

（
前
五
六
）

（
続
一
四
〇
）

（
続
一
一
四
）

（
中
五
三
）

（
後
七
九
）

（』

妤
黶
ﾛ
ハ
⊥
ハ
）

（
前
五
三
）

（
後
一
六
三
）

　
　
　
　
　
（
前
一
九
・
続
々
一

（』

･
一
一
二
⊥
ハ
）

（
後
九
八
）

（＝

ﾊ
一
一
二
山
ハ
）

　
　
（
後
二
〇
・
前
一
五
七
）

（
中
＝
二
七
）

（
続
一
二
〇
）

（
前
一
九
）

　
（
後
二
）

一
四
）
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タ
行

　
可
頼
（
た
の
も
し
い
）

　
可
慎
（
つ
つ
ま
し
い
）

ナ
行

　
可
懐
（
な
つ
か
し
い
）

　
可
惟
（
な
や
ま
し
い
）

　
可
報
（
な
や
ま
し
い
）

　
可
憎
（
に
く
い

ハ
行

　
可
差
（
は
ち
が
ま
し
い
）

　
可
差
（
は
つ
か
し
い
）

　
可
塊
（
は
つ
か
し
い
）

　
可
阯
（
は
つ
か
し
い
）

　
可
恥
（
は
つ
か
し
い
）

　
可
漸
（
は
つ
か
し
い
）

マ
行

　
可
難
（
む
つ
か
し
い
）

　
物
可
恐

ヤ
行

　中

六

）

全
目IJ

九

八
）

　
　
　
　
（
前
八
三
）

　
　
　
　
（
前
一
四
七
）

　
　
　
　
（
後
七
五
）

〈
に
ツ
く
き
〉
）
（
続
一
二
八
）

（
前
六
八
）

（
前
四
三
）

（
前
九
八
）

（
中
四
一
）

（
中
一
二
七
）

（
後
九
）

　
　
　
　
　
　
　
（
後
一
二
二
）

（
も
の
お
そ
ろ
し
い
）
（
後
一
四
三
）
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可
（
よ
い
・
い
い
、
え
え
）

ワ
行

　
可
煩
（
わ
づ
ら
は
し
い
）

　
可
笑
（
を
か
し
い
）

（
前
一
七
・
前
一
一
、
後
二
一
）

（
中
四
一
）

（』

妤
齠
�
ﾛ
ハ
）

　
計
三
九
種
も
の
用
字
例
が
見
ら
れ
る
。
な
お
、
「
可
憎
」
は

笑
な
）
」
（
後
編
七
三
頁
）
と
い
う
用
法
の
例
も
見
ら
れ
る
。

　
〈
表
2
＞
『
金
色
夜
叉
」
で
の
「
可
」
使
用
の
形
容
動
詞

「
に
ツ
く
き
」
の
形
で
の
も
の
の
み
見
ら
れ
る
。
「
可
笑
」
で
は
「
を
か
し
な
（
可

可
欄
（
あ
は
れ
）

可
憐
（
あ
は
れ
）

可
哀
（
あ
は
れ
な
る
）

可
厭
（
い
や
な
）

可
哀
（
か
あ
い
さ
う
）

可
楽
（
た
の
し
み
な
）

（　　（＿u．　　M目1］　月lj

六

五五
）　　一⊥一

　　ノ、
　　）

A　　 A　　 A　　A前続続後
＝：　＝：　＿　 ）

）七一
　　）　　）

　
こ
こ
ま
で
の
例
の
う
ち
、
「
可
愛
い
」
の
ほ
か
、
「
可
い
（
よ
い
・
い
い
）
」
、
「
可
笑
し
い
」
と
い
う
用
字
な
ど
は
、

る
も
の
で
あ
り
、
現
在
で
も
用
い
ら
れ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
形
容
動
詞
で
は
、
「
可
哀
（
か
あ
い
）
さ
う
」
も
、
一
般
的
に
見
ら
れ
る
も
の
だ
と
思
わ
れ
る
。

　
「
可
憐
」
を
「
か
れ
ん
」
と
は
読
ま
せ
ず
、
「
い
と
し
い
」
あ
る
い
は
「
し
を
ら
し
い
」
と
読
ま
せ
る
場
合
だ
が
、

他
の
作
家
で
も
見
ら
れ

こ
れ
も
そ
れ
ほ
ど
珍
し
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い
用
法
と
は
思
わ
れ
な
い
。

　
し
か
し
、
「
可
恐
（
お
そ
ろ
し
）
い
」
な
ど
、
現
在
で
は
「
可
」
の
な
い
表
記
形
が
普
通
で
あ
る
も
の
が
圧
倒
的
に
多
い
。
こ
の
よ
う
な
表

記
形
の
も
の
が
、
特
に
紅
葉
の
特
徴
で
あ
る
と
い
え
る
も
の
で
は
な
い
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

　
さ
て
、
こ
の
「
可
」
を
用
い
た
形
容
語
の
表
記
は
近
代
中
国
語
の
表
記
へ
の
接
近
だ
と
い
う
。
『
大
漢
和
辞
典
』
を
見
る
と
、
「
可
憐
」
「
可

笑
」
な
ど
と
い
っ
た
も
の
の
ほ
か
に
、
「
可
疑
」
「
可
恨
」
「
可
憎
」
「
可
楽
」
と
い
っ
た
も
の
が
立
項
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
「
疑
わ
し
い
」

「
う
ら
め
し
い
」
「
憎
い
」
「
た
の
し
む
べ
し
」
と
い
う
よ
う
な
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
。
他
に
、
「
可
悩
」
と
い
う
も
の
も
立
項
さ
れ
て
い
る

が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
「
腹
立
た
し
い
」
と
説
明
さ
れ
て
お
り
、
「
悩
ま
し
い
」
と
い
っ
た
よ
う
な
意
味
と
は
少
し
違
う
よ
う
で
あ
る
。

　
そ
の
他
、
「
可
懐
」
も
「
大
漢
和
』
に
立
項
さ
れ
て
は
い
る
。
た
だ
し
、
記
述
は
「
明
、
戴
理
の
字
」
と
あ
る
の
み
で
、
こ
の
、
人
名
と
し

て
の
も
の
以
外
、
用
法
と
し
て
認
め
ら
れ
る
も
の
が
あ
っ
た
と
は
窺
え
な
い
も
の
で
あ
る
。

　
紅
葉
の
、
こ
の
「
可
」
に
関
す
る
用
字
例
で
『
大
漢
和
』
に
見
ら
れ
る
も
の
は
、
割
合
と
し
て
は
案
外
少
な
く
、
「
近
代
中
国
語
へ
の
接
近
」

と
い
う
こ
と
だ
け
で
片
付
け
て
い
い
も
の
か
ど
う
か
、
さ
ら
に
検
討
が
必
要
な
も
の
だ
と
思
わ
れ
る
。

一34一

四
、
『
多
情
多
恨
』
に
お
け
る
形
容
語
で
の
「
可
」
の
用
字

　
そ
れ
で
は
次
に
、
『
多
情
多
恨
』
に
お
け
る
も
の
を
表
で
示
す
。
〈
表
3
＞
に
は
「
形
容
詞
」
の
場
合
、
〈
表
4
＞
に
は
「
形
容
動
詞
」
の
場

合
の
も
の
で
あ
る
。

　
示
し
た
頁
数
は
、
最
初
に
用
例
の
見
ら
れ
た
箇
所
の
も
の
で
、
明
治
三
〇
年
の
初
刊
単
行
本
で
の
も
の
で
あ
る
。

　
「
可
愛
（
か
は
い
い
・
か
は
ゆ
い
）
（
三
六
頁
・
一
頁
）
」
と
し
て
い
る
場
合
、
「
か
は
い
い
」
と
読
ま
せ
る
も
の
が
「
三
六
頁
」
に
、
「
か
は

ゆ
い
」
の
例
が
コ
頁
」
に
見
ら
れ
た
こ
と
を
示
す
。



〈
表
3
＞
「
多
情
多
恨
』
で
の
「
可
」
使
用
の
形
容
詞

ア
行

　
可
憐
（
い
と
し
い
）
　
　
（
二
二
九
頁
）

　
可
忌
（
い
ま
は
し
い
）
　
（
四
四
五
頁
）

　
可
疑
（
う
た
が
は
し
い
）
（
四
五
三
頁
）

　
可
疎
（
う
と
ま
し
い
）
　
（
九
七
頁
）

　
可
恨
（
う
ら
め
し
い
）
　
（
＝
二
頁
）

　
可
怨
（
う
ら
め
し
い
）
　
（
二
一
頁
）

　
可
羨
（
う
ら
や
ま
し
い
）
（
二
四
八
頁
）

　
可
重
（
え
ら
い
）
　
　
　
（
二
七
八
頁
）

　
可
恐
（
お
そ
ろ
し
い
）
　
（
一
八
八
頁
）

力
行

　
可
愛
（
か
は
い
い
・
か
は
ゆ
い
）
（
三
⊥
ハ
頁
・
一
頁
）

　
可
恐
（
こ
は
い
、
こ
は
ら
し
い
）
（
一
一
頁
、
二
二
二
頁
）

サ
行

　
可
憐
（
し
を
ら
し
い
）
　
（
九
頁
）

　
空
可
恐
（
そ
ら
お
そ
ろ
し
い
）
（
四
五
一
頁
）

タ
行
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可
頼
（
た
の
も
し
い
）
　
（
三
四
八
頁
）

ナ
行

　
可
慨
（
な
げ
か
は
し
い
）
（
五
三
頁
）

　
可
懐
（
な
つ
か
し
い
）
　
（
一
五
五
頁
）

　
可
惟
（
な
や
ま
し
い
）
　
（
四
八
五
頁
）

ハ
行

　
可
暫
（
は
つ
か
し
い
）
　
（
三
八
一
頁
）

マ
行

　
可
睦
（
む
つ
ま
じ
い
）
　
（
七
〇
頁
）

　
可
悶
（
も
ど
か
し
い
）
　
（
三
〇
八
頁
）

ヤ
行

　
可
（
よ
い
・
い
い
）
　
　
（
二
九
頁
・
五
頁
）

　
可
喜
（
よ
ろ
こ
ば
し
い
）
（
四
〇
八
頁
）

ワ
行

　
不
可
（
わ
る
い
）
　
　
　
（
一
一
六
頁
）

　
可
笑
（
を
か
し
い
）
　
　
（
四
五
頁
）
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用
字
例
は
計
二
四
種
で
あ
る
。



〈
表
4
＞
『
多
情
多
恨
」
で
の
「
可
」
使
用
の
形
容
動
詞

可
哀
（
あ
は
れ
）
　
　
　
（
三
四
頁
）

可
憐
（
あ
は
れ
）
　
　
　
（
二
四
九
頁
）

可
厭
（
い
や
な
）
　
　
　
（
エ
ハ
頁
）

可
恐
可
驚
（
お
つ
か
な
び
つ
く
り
）
（
一

可
哀
（
か
あ
い
さ
う
）
　
（
三
三
頁
）

可
也
（
か
な
り
な
）
　
　
（
三
四
八
頁
）

不
可
（
だ
め
だ
）
　
　
　
（
二
〇
五
頁
）

一
五
四
頁
）

　
以
上
の
う
ち
、
「
不
可
」
の
字
で
「
だ
め
」
と
読
ま
せ
る
ほ
か
に
「
わ
る
い
」
と
読
ま
せ
る
も
の
は
、
当
て
字
と
し
て
他
に
も
あ
る
も
の
か

も
し
れ
な
い
と
思
わ
れ
る
。

　
一
方
、
「
可
也
」
は
「
大
漢
和
』
に
立
項
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
が
、
「
か
な
り
な
」
と
い
う
語
に
当
て
字
と
し
て
用
い
る
の
は
、
か
な
り

珍
し
い
用
法
の
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。

　
　
　
　
　
劉
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
劃

　
そ
の
他
、
「
可
さ
れ
た
」
（
二
四
九
頁
）
な
ど
と
い
う
動
詞
の
場
合
の
表
記
も
一
例
見
ら
れ
、
さ
ら
に
は
「
可
止
さ
」
（
七
二
頁
）
な
ど
と
い

う
表
記
も
一
例
見
ら
れ
る
が
、
こ
れ
ら
は
紅
葉
の
用
字
法
の
中
で
も
か
な
り
珍
し
い
も
の
だ
と
思
わ
れ
る
。
試
行
錯
誤
す
る
う
ち
に
現
れ
た
例

か
と
も
思
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

　
最
後
に
、
次
の
〈
表
5
＞
に
『
金
色
夜
叉
』
と
『
多
情
多
恨
』
で
共
通
し
て
見
ら
れ
る
「
可
」
を
使
っ
た
用
字
を
示
す
。
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〈
表
5
＞
両
作
品
に
共
通
す
る
、
形
容
詞
・
形
容
動
詞
で
の
「
可
」
を
使
っ
た
用
字

〈
形
容
詞
〉

可
憐
（
い
と
し
い
）

可
忌
（
い
ま
は
し
い
）

可
疑
（
う
た
が
は
し
い
）

可
疎
（
う
と
ま
し
い
）

可
恨
（
う
ら
め
し
い
）

可
羨
（
う
ら
や
ま
し
い
）

可
恐
（
お
そ
ろ
し
い
）

可
愛
（
か
は
い
い
・
か
は
ゆ
い
）

可
憐
（
し
を
ら
し
い
）

空
可
恐
（
「
そ
ら
お
そ
ろ
し
い
」
）

可
頼
（
た
の
も
し
い
）

可
懐
（
な
つ
か
し
い
）

可
悩
（
な
や
ま
し
い
）

可
（
よ
い
・
い
い
）

可
笑
（
を
か
し
い
）
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〈
形
容
動
詞
〉

可
哀
（
あ
は
れ
）

可
憐
（
あ
は
れ
）

可
厭
（
い
や
）

可
哀
（
か
あ
い
さ
う
）

　
〈
形
容
詞
〉
は
計
一
五
種
、
〈
形
容
動
詞
〉
は
計
四
種
の
用
字
が
見
ら
れ
る
わ
け
で
あ
る
。
な
お
、
「
は
つ
か
し
い
」
と
い
う
語
の
場
合
に
は
、

そ
れ
ぞ
れ
に
「
可
」
を
用
い
た
表
記
が
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
両
作
品
に
共
通
す
る
も
の
は
見
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
る
。

五
、
お
わ
り
に

　
本
稿
で
は
、
調
査
結
果
の
報
告
と
ま
と
め
に
留
ま
り
、
ほ
と
ん
ど
考
察
ら
し
き
も
の
は
出
来
な
い
ま
ま
に
終
わ
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
今
後
調

査
検
討
を
加
え
、
考
察
を
進
め
ら
れ
る
よ
う
に
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
所
で
あ
る
。

　
課
題
と
し
て
、
こ
の
「
可
」
を
用
い
た
形
容
詞
・
形
容
動
詞
は
い
っ
た
い
い
つ
頃
か
ら
見
ら
れ
る
も
の
な
の
か
、
紅
葉
以
前
に
多
く
用
い
る

よ
う
な
作
家
が
い
な
か
っ
た
の
か
、
と
い
う
点
に
つ
い
て
も
う
少
し
調
査
し
、
検
討
し
て
み
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
紅
葉
に
お
い
て
は
、
「
可
笑
い
」
の
他
に
「
可
悲
（
か
な
し
）
い
」
「
可
憎
（
に
く
）
い
」
な
ど
の
語
は
、
初
期
作
品
の
「
わ
か

れ
蚊
帳
」
（
明
治
二
三
年
）
の
こ
ろ
か
ら
見
ら
れ
る
よ
う
で
あ
る
。
た
だ
し
、
現
段
階
で
は
博
文
館
『
紅
葉
全
集
』
本
で
し
か
確
認
出
来
て
お

ら
ず
、
初
版
本
で
の
調
査
と
検
討
が
必
要
だ
と
考
え
て
い
る
。

な
お
、
「
可
懐
し
い
」
と
い
う
表
記
は
明
治
期
に
お
い
て
広
く
行
わ
れ
て
い
た
も
の
だ
と
縫
・
こ
れ
が
・
現
代
に
お
い
て
は
使
わ
れ
な
い
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表
記
と
な
っ
て
い
る
の
だ
が
、
い
つ
頃
ま
で
使
わ
れ
た
表
記
か
、
い
つ
頃
か
ら
使
わ
れ
な
く
な
っ
て
い
く
の
か
、
等
さ
ら
に
検
討
を
続
け
た
い

と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
　
〈
注
V

　
　
　
（
1
）
「
形
容
詞
〈
え
ら
い
〉
の
出
自
と
意
味
の
変
遷
」
（
「
文
芸
研
究
」
＝
七
、
一
九
八
八
・
一
）
、
「
形
容
詞
〈
え
ら
い
〉
の
勢
力
拡
大
過
程
－
近
世

　
　
　
　
に
み
る
新
語
の
普
及
と
定
着
1
」
（
「
淑
徳
国
文
』
三
二
、
一
九
九
一
・
二
）
等
参
照
。

　
　
　
（
2
）
玉
村
文
郎
「
尾
崎
紅
葉
・
幸
田
露
伴
の
漢
字
1
「
多
情
多
恨
」
と
「
五
重
塔
」
1
」
（
「
漢
字
講
座
9
　
近
代
文
学
と
漢
字
」
所
収
、
明
治
書
院
、

　
　
　
　
　
一
九
八
八
年
）
に
よ
る
。

　
　
　
（
3
）
「
明
治
期
口
語
研
究
の
新
展
開
に
向
け
て
1
標
準
語
と
保
科
孝
一
、
尾
崎
紅
葉
、
そ
し
て
〈
ト
ル
・
ヨ
ル
＞
1
」
（
「
国
語
論
究
9
　
現
代
の
位
相

　
　
　
　
研
究
」
所
収
、
明
治
書
院
、
二
〇
〇
二
年
）
参
照
。

　
　
　
（
4
）
所
蔵
本
は
、
「
初
版
第
三
刷
」
の
も
の
で
あ
り
、
以
後
「
初
刊
本
」
と
称
す
る
。

　
　
　
（
5
）
注
二
の
文
献
の
記
述
に
よ
る
。

　
　
　
（
6
）
岡
本
勲
「
自
然
主
義
文
学
の
漢
字
」
（
「
漢
字
講
座
9
　
近
代
文
学
と
漢
字
」
所
収
、
明
治
書
院
、
一
九
八
八
年
）
に
よ
る
。

　
　
　
　
〈
主
な
参
考
文
献
〉

　
　
　
近
藤
瑞
子
「
近
代
日
本
語
に
お
け
る
用
字
法
の
変
遷
ー
尾
崎
紅
葉
を
中
心
に
ー
』
（
翰
林
書
房
、
二
〇
〇
一
年
）
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